
マ，、

七
九
九

京
に
施
去
、
事
年
六
十
六
寸
跡
式
を
以
て
脅
mm
純
凶
一
十
一
年
九
用
近
江
筑
作
城
に
佐
々
木
義
弼
を
攻
め
て
一
ん
で
交
忍
し
、
勝
家
を
し
て
脱
し
て
蹴
る
こ
と
を
得
一
隆
・
三
宅
長
盛
が
降
を
織
田
氏
に
容
れ
た
錫
で
、
長

寺
の
墓
地
に
葬
っ
た
。
話
践
は
な
い
。
一
創
を
被
り
、
十
二
年
八
周
伊
勢
大
河
内
城
に
北
畠
具
一
し
め
た
。
天
正
元
年
八
周
信
長
が
朝
倉
義
景
を
征
し
一
頭
は
三
人
中
の
筆
頭
と
し
て
七
尾
に
、
利
家
は
菅
原

マ
ヘ
ダ
ト
シ
ア

9

前
田
利
有
↓
マ
ヘ
ダ
ハ
ル
一
教
を
討
っ
た
。
こ
の
年
利
家
、
信
長
の
命
に
よ
り
、
一
た
時
、
利
家
は
引
田
口
に
先
陣
し
、
万
謝
坂
に
於
い
一
に
、
行
請
は
富
木
に
館
し
た
。
こ
の
年
八
周
十
七
日

ナ
ガ
前
回
治
情
。
一
兄
利
久
に
代
っ
て
前
悶
民
の
本
宗
を
襲
ぎ
、
前
践
を
一
て
敵
勝
一
人
を
獲
た
。
畿
景
の
誠
び
た
の
は
此
の
時
一
信
長
は
利
家
に
能
査
一
闘
を
奥
へ
、
利
家
は
鹿
島
郡

マ
ヘ
ダ
ト
シ
イ
へ
前
田
利
家
ハ
コ
能
菅
入
封
一
合
は
せ
て
二
千
四
百
五
十
貰
を
領
し
た
。
こ
の
相
償
一
で
あ
る
o
同
年
九
用
浅
井
長
政
の
小
谷
城
を
陥
落
せ
一
小
丸
山
に
築
い
て
之
を
居
城
と
し
、
そ
れ
を
畠
山
氏

以
前

l
利
家
は
利
春
の
四
男
、
母
は
長
齢
院
。
天
文
一
に
続
い
て
は
加
賀
滞
史
嘆
に
、
利
久
は
溺
川
利
太
を
一
し
め
た
時
に
も
、
利
家
は
諸
栴
と
共
に
戟
功
が
あ
っ
一
一
居
城
の
名
を
取
っ
て
七
尾
と
改
め
帯
し
た
。

七
年
十
二
用
品
u
五
日
尾
張
荒
子
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
一
養
う
て
子
と
な
し
、
揚
安
勝
の
女
を
配
し
て
家
を
繕
一
た
o
十
一
周
信
長
、
利
家
等
に
命
じ
て
、
三
好
議
纏
一
ハ
二
)
能
菅
入
封
以
後
!
天

E
十
年
三
周
信
長
は
武
悶

犬
千
代
。
二
十
年
初
め
て
織
田
信
長
に
仕
へ
、
国
五
一
が
し
め
ん
と
し
た
が
、
信
長
之
を
聞
き
、
前
田
氏
は
一
を
洞
内
若
江
城
に
滋
き
し
め
た
。
二
年
七
局
利
家
尾
一
勝
額
と
開
戦
し
た
が
、
勝
額
は
信
長
が
夜
し
た
と
の

十
貨
を
受
仔
、
入
居
提
叩
の
砲
を
接
げ
た
。
是
の
用
、
一
他
姓
の
者
を
し
で
承
け
し
む
べ
き
で
な
い
。
利
家
我
一
張
長
島
の
役
に
従
ひ
、
三
年
五
周
信
長
が
三
河
の
長
一
、
鹿
停
を
統
布
し
、
越
市
の
一
授
小
島
六
左
衛
門
等
を

信
長
織
田
彦
五
郎
と
尾
張
梅
津
に
戦
ひ
、
利
家
は
之
一
に
仕
へ
て
館
勤
が
あ
る
か
ら
、
宜
し
く
彼
を
し
て
主
一
篠
に
於
い
て
武
田
勝
額
と
職
ふ
や
、
利
家
は
餓
飽
足
一
し
て
、
富
山
城
主
制
保
越
中
守
長
住
を
閥
ま
し
め
た

に
従
う
て
首
級
を
獲
た
。
サ
三
年
名
を
孫
四
郎
と
殴
一
た
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
に
よ
る
と
考
定
一
瞬
を
軍
ゐ
て
活
娘
し
、
朱
武
者
弓
削
某
を
斬
っ
た
。
同
一
の
で
、
利
家
は
勝
家
以
下
諸
締
と
共
に
、
往
き
て
小

め
、
弘
治
二
年
信
長
の
弟
信
行
の
鎖
し
た
時
、
宿
生
一
し
て
ゐ
る
。
元
組
元
年
四
周
廿
五
日
信
長
の
軍
朝
倉
一
年
入
居
信
長
館
前
に
一
向
一
授
を
討
ち
、
九
用
廿
一
一
一
一
島
等
を
平
定
し
た
o

時
に
上
杉
景
勝
の
将
尻
高
左

に
戦
う
て
先
脅
し
、
宮
井
勘
兵
衛
の
鑓
に
右
限
の
下
一
義
景
に
題
す
る
手
筒
山
城
を
攻
め
た
時
に
は
、
城
兵
一
日
そ
の
入
郡
を
柴
田
勝
家
に
、
大
野
郡
を
金
森
五
郎
・
一
京
・
餓
路
左
衛
門
等
魚
津
城
に
錬
っ
た
か
ら
、
利
家

を
射
ら
れ
た
が
、
途
に
之
を
澄
し
て
百
民
の
地
を
加
一
能
-
〈
防
ぎ
、
利
家
は
錨
地
に
陥
っ
た
が
、
そ
の
臣
村
一
八
長
近
及
び
原
彦
次
郎
政
茂
に
、
府
中
の
周
闘
丹
生
・
一
等
ま
た
赴
き
闘
ん
だ
が
、
城
兵
援
を
景
勝
に
請
う
た

賜
せ
ら
れ
た
。
永
勝
元
年
又
浮
野
に
峨
う
て
敵
を
研
一
井
長
級
に
制
限
ら
れ
て
漸
〈
鍵
を
脆
し
得
た
。
是
の
日
一
今
立
二
部
の
十
嵐
石
を
前
回
利
家
・
佐
々
成
政
・
不
破
一
震
、
上
杉
民
の
勢
は
天
神
山
に
来
り
陣
し
た
。
是
を
以

り
、
同
年
遺
構
を
又
左
衛
門
と
改
め
、
二
年
信
長
の
一
手
簡
山
陥
り
、
翌
日
朝
倉
景
恒
を
金
ヶ
晴
城
に
攻
め
一
光
治
に
奥
へ
た
o
十
嵐
石
は
三
人
の
均
分
す
る
腕
で
一
て
日
を
期
し
て
之
を
攻
撃
せ
ん
と
し
て
ゐ
た
際
、
景

同
朋
十
阿
粛
を
殺
害
し
て
諮
を
得
た
o
こ
の
年
利
家
一
る
や
、
利
家
叉
爾
笛
平
左
衛
門
行
清
と
共
に
力
戦
し
て
め
っ
た
。
五
年
入
居
信
長
は
畠
山
氏
の
七
尾
城
が
上
一
勝
は
信
越
凶
境
に
事
の
起
る
べ
き
を
恐
れ
て
班
軍
し

の
長
女
幸
姉
が
生
ま
れ
た
。
三
年
五
周
今
川
義
元
桶
一
た
。
九
周
信
長
本
願
寺
顕
知
を
石
山
に
攻
め
、
下
関
一
杉
綾
信
に
包
闘
せ
ら
れ
る
を
以
て
、
.
数
援
の
兵
を
加
一
た
か
ら
、
利
家
等
魚
様
城
に
泊
。
、
六
周
一
一
一
日
城
兵

狭
間
に
陣
し
、
十
九
日
信
長
の
之
を
襲
う
た
時
、
利
一
奥
四
郎
が
突
撃
し
て
織
田
氏
の
勝
野
村
越
中
守
を
倒
一
賀
に
進
め
、
利
家
も
勝
家
の
部
将
と
し
て
従
う
た
が
、
一
を
し
て
悉
〈
自
見
せ
し
め
た
。
而
し
て
京
都
に
於
い

家
は
私
に
従
軍
し
て
首
級
三
を
縫
た
o
是
の
年
七
周
一
し
た
時
に
は
、
攻
凶
軍
大
に
敗
れ
た
が
、
利
家
は
森
一
般
に
陥
務
し
た
こ
と
を
聞
い
て
返
却
し
た
。
六
年
荒
一
て
明
智
光
秀
の
信
長
を
横
死
せ
し
め
た
の
は
、
こ
の

十
三
日
矢
利
春
夜
し
て
、
見
利
久
家
を
裂
い
だ
。
四
一
口
挺
上
に
敵
の
敏
騎
を
斬
っ
て
額
勢
を
挽
回
L
た
。
一
木
村
重
の
信
長
に
寂
し
た
時
は
、
十
一
周
利
家
等
顕
一
前
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
利
家
報
を
得
て
五
日
七

年
五
周
信
長
英
棋
を
征
し
、
資
隠
穏
興
の
部
終
日
出
一
因
っ
て
僚
友
之
を
貸
し
て
天
下
第
一
の
鑓
と
呼
び
、
一
様
に
行
き
、
政
務
中
川
清
秀
を
茨
木
城
に
攻
め
て
降
一
尾
に
納
馬
し
た
が
、
幾
く
も
な
く
先
に
越
後
に
逃
れ

野
下
野
等
と
森
部
に
戦
う
た
が
、
利
家
ま
た
私
に
出
一
信
長
は
近
江
長
滋
費
高
石
を
賞
賜
し
た
。
同
年
浅
井
・
一
ら
し
め
、
七
年
十
二
用
村
重
の
族
人
が
京
師
に
裁
せ
一
て
景
勝
の
保
継
を
得
た
温
弁
景
隆
・
三
宅
長
盛
は
、

陣
し
、
十
四
日
下
野
の
奥
カ
に
し
て
首
取
足
立
の
名
一
朝
食
二
氏
の
兵
叡
山
の
衆
徒
を
額
ん
で
山
上
に
強
つ
一
ら
れ
る
に
際
し
、
利
家
は
不
破
光
治
と
共
に
そ
の
事
一
機
に
莱
じ
て
能
濯
を
復
せ
ん
と
し
、
石
動
山
に
入
つ

が
あ
っ
た
足
立
六
兵
衛
外
一
人
を
倒
し
た
の
で
、
信
一
た
の
で
、
信
長
は
利
家
に
命
じ
、
柴
田
・
丹
羽
・
佐
々
一
を
監
し
た
o
入
年
六
周
羽
柴
秀
吉
は
鳥
取
城
を
攻
め
二
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